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例えば、こんな心配にお応えします

パ ト アルバイトの保障も考えなければパート・ ･･･
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年頭のご挨拶
鹿児島県中小企業団体中央会

会　長　小　正　芳　史

　新年あけましておめでとうございます。

　皆様におかれましては、平成25年の新春を

ご家族お揃いで健やかにお迎えのこととお

慶び申し上げます。

　また、昨年中は、本会事業の推進に当たり

まして、格別なるご支援、ご協力を賜りまし

たことに、心から御礼申し上げます。

　さて、昨年は、全ての原発の稼働停止や中

国での反日暴動など、我が国経済にとって強

い逆風が吹いていましたが、その反面、経済

効果をもたらした東京スカイツリーの開業、

メダル獲得数が史上最多となったロンドン

オリンピックでの日本人の大活躍、京都大学

の山中伸弥教授のノーベル医学・生理学賞受

賞など、明るい話題も数多くあり大変元気づ

けられました。

　このような中、日本経済は東日本大震災の

復興需要の本格化により内需が堅調に推移

しましたが、全体としては閉塞感が漂う一年

でありました。しかしながら、年末から円安

や株価の上昇傾向が続くなど、経済回復の明

るい兆しが見え、期待感が高まっております。

　一方、政治においては、混乱状態が長引き

師走の総選挙となった結果、日本経済再生の

期待を受けた自民党が294もの議席を獲得し、

３年３か月ぶりに政権を奪還しました。

　新政権には、デフレ脱却を最優先課題とし

た強力なリーダーシップで本格的な景気回

復に向けての経済対策が実効あるものにさ

れることを切望するところであります。

　九州新幹線の全線開業で多くの方が本県

を訪れ「鹿児島の魅力」を感じていただきま

した。今後とも新幹線を主軸として、観光な

どの効果を最大限に地域経済の活力向上に

活かしていくことが肝要であります。

　また、昨年鹿児島県議会において「中小企

業の振興に関するかごしま県民条例」が可決

されましたが、この条例の趣旨にそった、総

合的・計画的な中小企業振興の支援策が推進

されることを期待いたします。

　平成25年は巳年であります。『巳』という

字は胎児を表した象形文字で『起こる、始ま

る、定まる』などの意味があるといわれてお

ります。この巳年を皆様方と一緒になって、

日本経済の再生元年にしたいものでありま

す。

　ところで、本会は昨年、『組合と共に明
あし

日
た

を拓
ひら

く中央会』をスローガンに、次のような

理念を制定いたしました。

一．相互扶助の精神で中小企業の活性化を目

指します

一．組織の力で地域経済の繁栄に寄与します

一．明
あし

日
た

への更なる飛躍に挑戦します

　これら３つを柱に、本会の使命であります

『組合を通じた中小企業の活性化』を推進す

ることとし、これまで以上に組合の皆様と連

携を密にし、関係者の方々の協力を頂きなが

ら本県経済の振興に全力で取り組んで参り

ます。

　中小企業が団結と組織の力でこの難局を

乗り越え、新しい年が未来に向かう飛躍の年

となることを心より願っております。

　結びに、本年が皆様方にとりまして希望に

満ちた素晴らしい明るい一年になりますこ

とを心から祈念し、年頭のご挨拶といたしま

す。
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21世紀・新たな未来の
創造に向けて

鹿児島県知事　伊　藤　祐一郎

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。

　鹿児島県中小企業団体中央会におかれま

しては， 中小企業の連携支援や事業協同組合

等の育成・強化に努められ，本県中小企業の

振興と地域経済の発展に多大な御貢献をい

ただいておりますことに深く敬意を表しま

すとともに， 県政の推進につきまして，格別

の御支援・御協力をいただき，心から感謝を

申し上げます。

　現在， 我が国は， グローバル化の急速な進

展や本格的な人口減少， 少子高齢化の進行な

ど大きな変革期を迎え， これまで有効に機能

していた様々なシステムが十分に機能しな

くなっており， 将来に対しての漠然とした不

安感や閉塞感が強まりつつあります。加えて， 

東日本大震災の被災地の復興， エネルギー・

環境政策の再構築， 不透明感を増す経済情勢

や安全保障を巡る問題など多くの課題に直

面しております。私としましては， 今後の国

政の動きを注視しつつ， 本県の発展と県民福

祉の向上に向け， 県政を着実に推進してまい

りたいと考えております。

　さて， 昨年は台湾との定期航空路線が就航

し， 本県とソウル・上海・台北の主要都市が

直接結ばれるなど九州新幹線全線開業に引

き続き， 「環黄海経済圏」をつなぐ高速交通

ネットワークの充実が図られました。今後と

も， 国の内外を問わず， 本県経済界と連携し

「本物。鹿児島県」の多彩な魅力を様々な機

会を捉えて積極的に情報発信し， 更なる県政

の浮揚発展に結びつけてまいりたいと考え

ております。

　また， 本県経済や社会の活力向上のために

は， 地域の経済や暮らしを支え，牽引する担

い手である中小企業が発展，活躍することが

重要であり， 昨年制定された「中小企業の振

興に関するかごしま県民条例」に基づき， 中

小企業振興施策の推進に努めてまいりたい

と考えております。

　私としましては，時代の状況変化に的確に

対応しながら，「かごしま将来ビジョン」や

マニフェストに基づき， 「子供からお年寄り

まですべての県民にとって優しく温もりの

ある社会」の形成を目指し「力みなぎる・か

ごしま」，「日本一のくらし先進県」の実現に

向け， 全力を挙げて取り組んでまいりますの

で， 引き続き， 県政に対する御理解・御協力

をお願い申し上げます。

　鹿児島県中小企業団体中央会におかれま

しては， 中小企業者の多様で活力ある成長を

実現するため， 指導団体として更なる力を発

揮していただくとともに， 本県中小企業団体

の一層の発展のために御尽力くださるよう

期待しております。

　年頭に当たり， 鹿児島県中小企業団体中央

会並びに県内各組合のますますの御発展と， 

会員の皆様の御健勝・御活躍を心から祈念い

たしますとともに， 本年が皆様にとって良い

年でありますように， 心からお祈り申し上げ

ます。
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鹿児島市長　森　　　博　幸

　平成25年の新春を迎え、謹んでお慶びを

申し上げます。

　鹿児島県中小企業団体中央会の皆様方に

おかれましては、中小企業連携組織の専門支

援機関として、県内中小企業の振興と各組合

の健全な発展のために、積極的かつ幅広い活

動を展開され、大きな成果をあげておられま

すことに深く敬意を表します。

　私は、先の市長選挙におきまして、鹿児島

市長として、三期目の市政運営の重責を担わ

せていただくことになりました。

　市民の皆様の負託に応えるべく、常に「市

民目線」に立ち、そして、持てる力と情熱の

すべてを傾注し、市政運営に邁進してまいり

ます。

　さて、我が国においては、東日本大震災か

らの復興をはじめ、エネルギー政策や急速に

進む少子高齢化や人口減少、低迷する経済へ

の対応など、数多くの課題が山積し、歴史的

に見ても大きな転換期を迎えております。

　本市におきましても、少子高齢化に伴う子

育て支援や医療・福祉の充実、地域経済の振

興など、様々な課題がございますが、私は、

これらの課題に対して市民の皆様と一緒に

知恵と創意を結集し、この難局をバネとして、

市政の更なる飛躍を目指したいと考えてお

ります。

　また、鹿児島市を市民の皆様が真に豊かさ

を実感できる都市にするため、もっと力強く、

「もっと前へ」市政を進めてまいりたいと考

えております。

　そのため、市政の柱として、これまで取り

組んでまいりました「環境」「子育て」「観光」

「教育」「協働」の、いわゆる５つの「Ｋ」に、

新たに、市民の皆様にとりまして、より身近

で切実な課題である、雇用・地域産業の振興

を含めた「経済」、医療・福祉の充実を含め

た「健康」の２つの「Ｋ」を加えた、「７Ｋ」

について、重点的に取組を進めてまいります。

　特に「経済」につきましては、観光・交流

分野や環境分野への積極的な取組、新たな産

業の創出、地元企業の競争力強化、商店街・

中心市街地の活性化、企業立地の推進、地域

産業の育成などを通じて、雇用の拡大や地域

経済の活性化を図ります。

　そして、第五次総合計画の都市像「人・ま

ち・みどり みんなで創る“豊かさ” 実感都

市・かごしま」の実現のため、市民の皆様と、

ともに考え、ともに行動し、また、地域経済

の牽引役である皆様方と緊密な連携を図り

ながら、市政をもっと前に進めてまいりたい

と考えております。

　皆様方におかれましても、会員相互の連携

をさらに強められ、本市経済の持続ある発展

のため、引き続きご尽力を賜りますようお願

い申し上げます。

　鹿児島県中小企業団体中央会のますます

のご発展と、新しい年が皆様方にとって未来

への夢と希望の持てるすばらしい年となり

ますよう心からお祈り申し上げ、新年の挨拶

といたします。

「もっと前へ！ 」
〝豊かさ〟実感都市・かごしまの実現のために
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年頭のご挨拶
日本銀行　鹿児島支店　

支店長　家　田　　　明

　新しい年を迎えるに当たりまして、一言ご

挨拶を申し上げます。

　日本経済の成長率は、高度成長期を経て、

1980年代以降は趨勢的に低下しており、足許

は、非常に低い水準を余儀なくされています。

　日本が高度成長期に高い経済成長率を実

現することができた背景の１つには、当時の

わが国の経済にとって、海外の先進国に目を

向けることで、見習うべき手本となる仕事の

やり方、あるいはビジネスモデルを容易に見

付けることができたことがあったと考えら

れます。手本があれば、先行きの不確実性も

小さく、失敗の可能性も抑えられたわけです。

　しかし、高度成長期を経て経済大国となっ

た日本は、経済成長の最前線を走るフロント

ランナーになったことになり、その時点で見

習うべき手本を失いました。そうなると、先

行きの不確実性も従来に比べれば大きいこ

とになります。つまり、現在の日本で、消費

者が「従来よりも高いおカネを払ってでも使

いたい」と考えるモノやサービスを生み出す

ためには、自らが、不確実性という視界の悪

さに果敢に挑んで、従来にはなかった新しい

商品を作ったり、新しい市場を開拓していく

こと、つまりイノベーションを起こして切り

拓いていくことが必要になっています。

　以下では、鹿児島経済が発展を続けるため

のイノベーションを考える際の視点をあげ

てみます。

　まず、当地では、2011年３月の九州新幹線

の全線開業以降、多くの観光客が当地を訪れ

ています。これは当地にとっては大変ありが

たいことですが、長い目でみたときに、こう

した効果を持続させるためには、当地を繰り

返し訪れたくなるような当地の魅力の深化

が必要になります。この点では、当地の今後

の街づくりを考えていく上で、地元の人たち

の視点を入れていくことが重要であると考

えられます。海外を含めて、多くの観光客を

引き付けている街にある魅力の１つに、地元

住民がそこでの生活を心から楽しんでいて、

その結果として街が賑わっていることがあ

ると思います。つまり、街自体が地元の人た

ちの視点で作られているからこそ、賑わいを

呼んでいることになるわけです。今後当地で

もそうした観点での街づくりを一段と進め

れば、より多くの観光客が持続的に当地を訪

れることになるでしょう。

　また、アジアの最近の経済発展に連れて、

アジアの人たちの所得が上昇し、購買力も上

がってきている中で、この市場の活力を上手

く引き寄せることも重要です。そのためには、

アジアの人たちに、当地にある様々な自然や

食などの魅力を知ってもらい関心を持って

もらうことが必要です。この点では、当地の

一人ひとりが、その魅力を改めて見つめ直し

て再発見することが鍵であると思います。当

地の魅力の本質を正確に把握した上で、当地

の一人ひとりがそれに関する情報を、アジア

の人たちが理解できるよう様々なかたちで

発信していけば、アジアの人たちにも当地の

魅力は自然と認識されるのではないでしょ

うか。
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年頭所感

年頭のご挨拶
株式会社　商工組合中央金庫

鹿児島支店長　山　口　　治

　平成25年の新春を迎えるにあたり、所感の

一端を申し述べて年頭のご挨拶とさせてい

ただきます。

　まず、昨年の経済を振り返りますと、わが

国の景気は東日本大震災からの復興や、タイ

の洪水からの挽回生産、エコカー補助金の復

活などにより、春頃まで持ち直しの動きを見

せました。しかしながら、その後は欧州や中

国経済の減速、長引く円高などによる輸出の

減少に加えて、エコカー補助金の終了といっ

た政策による押し上げ効果の剥落といった

要因等により、国内景気は厳しい状況にあり、

先行きの不透明感も強くなっています。中小

企業の景況については、当金庫の「中小企業

月次景気観測」でみますと、景況判断指数は

平成24年３月に48.7と東日本大震災以前の水

準近くまで回復するなど、一時は持ち直しの

兆しが見えましたが、その後は一進一退を続

けながらも緩やかに低下してきました。

　このような環境のもと、商工中金は、東日

本大震災からの復旧・復興に取り組む中小

企業の皆さまや、円高等の影響により当面

の資金繰りに不安を抱える中小企業の皆さ

まに対し、危機対応業務を中心に、組織を

あげてセーフティネット機能の発揮に取り

組みました。平成23年５月より取扱いを開始

した東日本大震災復興特別貸付については、

３万５千件、１兆９千億円を超え、これらを

合わせた危機対応業務全体の累計実績は制

度開始以降、12万２千件、７兆５千億円を

超える規模となりました。こうした、中小企

業の皆さまの資金繰りや経営の安定化への

サポートを通じて、地域の雇用維持・経済

の安定に大きく貢献することができました。

また、中小企業の皆さまの企業価値向上に向

けては、成長戦略総合支援プログラムを活用

するなど、全力でサポートしてまいりました。

同プログラムは、昨年10月に上方修正した「３

年間で５千億円の成長マネー供給」という目

標に対し、累計実績で８千件、４千５百億円

を超えるなど着実に成果を上げることがで

きました。

　本年も先行き不透明な金融・経済環境が続

くことが予想されますが、商工中金としまし

ては、引き続き皆さまからのご相談に対して、

懇切、丁寧かつ迅速な対応に努め、危機対応

業務を中心にセーフティネット機能の発揮

に全力を挙げて取り組んでまいります。また、

お取引先の皆さまが抱える経営課題に対し

てはその解決に向け、質の高いソリューショ

ンを提供するなど、皆さまと一緒にこの難し

い局面を克服し、ともに成長してまいりたい

と思います。

　「中小企業の、中小企業による、中小企業

のための金融機関」として、これまで以上に

皆さまから信頼され、お役に立てるよう、役

職員一同、全力で努力を続けてまいりますの

で、今後とも格別のご指導とお引き立てを賜

わりますようお願い申し上げます。

　年頭にあたり、皆さまのご繁栄とご健勝を

お祈りいたしましてご挨拶といたします。
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年頭所感

年頭に当たって

全国中小企業団体中央会

会　長　鶴　田　欣　也

明けましておめでとうございます。
　震災からの復興や成長分野への産業構造

の転換が喫緊の課題となる中、我が国は昨年

もデフレからの脱却を果たすことができず、

日本経済は大きな岐路に立っています。今年

こそ、国の礎である中小企業が報われ、希望

の光が燦々と差し込む年としたいものです。

　顧みますと、全国中央会の会長に就任して

４度目のお正月を迎えることとなりました。

最も力を注いできたことは、大きく二つあり

ます。一つは、①中央会の存在価値をアピー

ルすること、もう一つは、②中央会・組合間

の情報の共有化を図り、中央会の職員一人一

人が生き生きと働けるようにすることです。

中央会トップセミナー、中央会事務局長会議

の開催、参加型の中央会指導員研修など中央

会間の情報の共有化を図るため、各層ごとに

幾重にも直接語らう場を設けましたが、今後

とも、関係各位の積極的な参画をお願いい

たします。全国中央会としても、それをしっ

かりと受けとめていきます。

「組合 絆 ルネサンス」の結実に向けて
　衆議院解散による予算編成の遅れ等によ

る景気減速、中小企業金融円滑化法の期限到

来による資金繰りや消費税の引上げに対す

る不安、エネルギーの安定供給への危惧など

先行きが見えない状況を何としても打開し

ていく必要があります。

　新政権には、一日も早く中小企業が再び元

気を出して頑張れるような政策展開を何よ

りも期待するものです。そして、全国の中小

企業がどの地域においても組合等連携対策

をはじめとする政策支援が受けられるよう

きめ細かな支援体制が採られることが必要

不可欠です。

　このような状況下、政府では、小規模企業

施策や支援体制を抜本的に強化し、海外展開

の更なる支援、下請取引の適正化、事業承継・

技能承継、若手・女性層の創業等を推進する

こととしています。このことは、中小企業組

合等中小企業団体が果たすべき役割を高め

るものと考えています。

　東日本大震災は、中小企業間での復興連携、

今後に備えての防災連携など地域市民を巻

き込んだ新たな関係性による産業再構築の

契機となったのではないでしょうか。中央会

として、絆と共感の中に、そのための仕組み、

風土をつくり、日本の未来の可能生を作り出

していきたいものです。

　この歴史的転換と言える今、中小企業組合

等中小企業団体の皆様におかれましても、中

小企業の発展のため共に力強く前へと邁進

いただきますようお願いいたしますととも

に、本年が皆様にとって、忘れられない素晴

らしい年となりますよう心からご祈念申し

上げ、年頭に当たってのご挨拶といたします。

～「組合 絆 ルネサンス」の結実に向けて～
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今冬における節電へのご協力のお願い

九州電力株式会社

家　庭　の　節　電　メ　ニ　ュ　ー

　日頃より節電にご協力いただき、誠にありがとうございます。

　当社は、現在全ての原子力発電所が運転を停止しており、代替となる火力発電所などについて

追加の燃料調達や補修時期の調整、および他電力会社からの応援融通の受電等、今冬の電力安定

供給確保のため、最大限の努力を行っております。

　現時点で対応可能なあらゆる供給力対策を織り込み、電力の安定供給に必要な最低限の予備率

３％を何とか確保できる見通しですが、発電設備の計画外停止などを踏まえると、依然として厳

しい状況です。

　このため、ご不便とご迷惑をお掛けし誠に申し訳ございませんが、お客さまの生活・健康や経

済活動に支障のない範囲で、今冬におきましても、節電にご協力いただきますようお願いいたし

ます。

　平成24年12月３日（月）～平成25年３月29日（金）

までの間（年末年始12/31(月)～1/4(金)を除く）の

平日８時～21時において、昨年冬にお取組みい

ただいた相当の節電にご協力をお願いいたしま

す。

　 特に、電力需要が高くなる時間帯（８時～11時、

17時～20時）では、重点的な節電へのご協力を

お願いします。

《エアコン》　重ね着などをして、設定温度は20℃を心がけましょう。

　　　　　　　  窓には厚手のカーテンを掛けましょう。

《冷 蔵 庫》　設定を「中」から「弱」に変えましょう。

　　　　　　　  扉を開ける時間をできるだけ減らしましょう。

　　　　　　　  食品を詰め込まないようにしましょう。

《照　　明》　不要な照明をできるだけ消しましょう。

※エアコン・電気カーペット・電気こたつの控えすぎによる体調不良に気をつけて、

　それぞれのご事情のもと、無理のない範囲でご協力をお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔出展：経済産業省　冬季の節電メニュー〕

節電の方法を、当社ホームページでもご紹介しています。

ご不明な点は最寄りの営業所へお問い合わせください。
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知恵と知財でがんばる中小企業特集
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知的財産権とは、知的な創作活動によって何かを創り出した人に対して、思索による成果・業績を

認め、その表現や技術などの功績と権益を保証するために与えられる財産権のことであり、産業財産

権、著作権、その他知的財産権があります。 

■産業財産権 

産業により生産される新しい技術やデザイン等に発生する知的財産権です。日本で法的に定め

られた産業財産権は次の４つがあり特許庁が所管しています。 

「特許権」（発明を保護） 

「実用新案権」（物品の構造、形状等に係る考案を保護） 

「意匠権」（工業デザインを保護） 

「商標権」（商標、信用力・ブランドを保護） 

■著作権 

文学・学術・芸術・音楽・プログラム等の著作物に対する知的財産権で、著作者人格権と著作

財産権があります。 

■その他知的財産権 

  商号権、インターネットのドメイン名、種苗の育成者権等があります。 

 

 

■産業財産権の登録 

 特許・実用新案・意匠・商標の産業財産権は全て特許庁の取り扱いとなっています。産業財産

権制度は、新しい技術、新しいデザインやネーミングなどについて独占権を与え、模倣防止のた

めに保護し、研究開発へのインセンティブを付与したり、取引上の信用を維持することにより、

産業の健全な発展を図ることを目的にしています。これらの権利は、特許庁に出願し「登録」さ

れることによって、一定期間、独占的に実施（使用）できる権利となります。 

■著作権の付与 

著作権は著作物を創作した時点で自動的に付与されます。著作権を明示するための登録を文化

庁が行っています。 

中小企業が、大量生産や価格競争モデルから脱却し、高くても売れる商品・製品を生み出す価

値創造ビジネスモデルに転換するためには、創意工夫とチャレンジ精神が欠かせません。 

多くの中小企業が、知恵と持ち前の機動力を武器に開発した新しい技術やデザイン、ブランド

等を知的財産権として保護・活用し、独自の商品やサービスを提供することにより、潜在的な需

要の掘り起しや海外市場の獲得等による戦略的な事業展開を実現しています。 

今回は、知的財産権の活用により活性化に取り組む中小企業の事例を紹介します。 

知的財産権とは 

知的財産権の保護 
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１．地域ブランドを構築するため地域団体商標を活用

　兵庫県豊岡地域は、柳行李から始まった千年の伝統を持つ鞄の産地である。高度成長時代には、

国内生産の８割を占める地場産業として発展してきた。ここで製造される鞄は、学校用、ビジネス

用等の耐久性が要求される丈夫で長持ちする品質重視の製品であることが特長である。これまでは、

ほとんどの製造メーカーが自社ブランドを持たず、産地問屋を通じて販売メーカーの依頼に応じた

OEM供給100％の製造を行っていた。

　バブル崩壊後の中国製等の輸入品の流通により、生産高も絶頂期の1/3にまで減少した。そこで、

兵庫県鞄工業組合では、平成15年度から豊岡ブランドを意識した事業の活性化に取り組みはじめた。

目指すは、刃物で有名なドイツのゾーリンゲンのように、鞄といえば豊岡といわれるような地域ブ

ランドの構築である。平成16年、地域団体商標制度の創設が発表されたことに伴い、この地域団体

商標を活用しながらブランド化を推進することにした。まずは、ブランドを広めたいという意識を

持った組合員が集まり、組合内に地域ブランド委員会を設置して、地域ブランドマニフェストを制

定し豊岡鞄ブランドのコンセプトを決定した。更には、地域ブランド要綱や品質基準を策定するな

ど取り組みを重ねてきた。そして、平成18年４月の地域団体商標制度の施行と同時に「豊岡鞄」を

出願（11月登録）し、地域ブランドの確立に向けてスタートを切った。

２．認定審査で合格したものだけが豊岡鞄を名乗ることができる

　豊岡鞄のブランド表示は、地域ブランドマニフェストに署名した組合員だけに許可される。組合

の製品検査基準に従って、地域ブランド委員会による認定審査が行われ、ブランドコンセプトに合

致した製品だけが、「豊岡鞄」として提供できるのである。この基準のクォリティは高く、申請の半

数程度しか認定されない。

　豊岡鞄は、品質重視のほかにトレーサビリティを明確にして、アフターサービスにも万全の体制

で臨んでいる。組合が発行する豊岡鞄の保証書には、製造メーカー、認定番号が記載されており、

その管理も組合が一括して行う。組合のホームページにネット登録しておけば、保証書を紛失して

も大丈夫である。修理の依頼があれば、製造メーカーが鞄を分解して、もう一度組み立てるところ

まで対応するなど、本気度が高いアフターサービスを約束する。

　これまでの製品は、豊岡鞄の表示がなく産地が見えなかったが、地域団体商標の取得により、豊

岡が良品質の鞄の産地であることが知られてきた。これに伴い問屋や販売メーカーから、コーポレー

トブランドの他に地域ブランド「豊岡鞄」のダブルネームを表示したいという依頼が増加している。

組合員でも、自社ブランドと地域ブランドのダブルネームで販売するメーカーが出始めてきた。

知的財産権の戦略的な活用により、新たなシェアの獲得や需要の掘り起しにつなげている中小企業

の事例を紹介します。（特許庁：「がんばろう日本！知的財産権活用企業事例集 2012」より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県鞄工業組合（兵庫県豊岡市）
＝確かな品質とアフターサービスでブランド化を推進する鞄組合＝

事例１

ここが
ポイント

●地域団体商標を活用して、地場産業の地域ブランドを構築。

●豊岡鞄ブランドにより、小売側主導から作り手側主導のものづくりに意識改革。



兵庫県鞄工業組合の活動例

組 合 概 要
名称及び代表者 兵庫県鞄工業組合　理事長　木和田　智成
所 　 在 　 地 兵庫県豊岡市大磯町１－79
出　　資　　金 825万円 組　合　員　数 55社
事　業　内　容 マーケット開拓事業、商品開発事業、福利・親睦交流会の実施
Ｕ　　Ｒ　　Ｌ http://www.toyooka-kaban.jp/

▶「豊岡鞄」縫着織ネーム ▶認定審査会

▶第２回ファッション雑貨EXPO展示会
　（東京・東京ビッグサイト）

▶豊岡鞄ロゴマーク
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３．ものづくりに対する組合員の意識の変化

　地域団体商標の取得後の活動として、豊岡鞄の積極的な周知活動に乗り出した。年２回の展示会

や全国の百貨店等のバッグフェアで、豊岡鞄の販路を開拓する。知名度が上がるにつれて、豊岡鞄

ブランドの認定審査を受けようとする組合員が増えており、展示会に参加する企業も増加傾向にあ

る。

　これまでのＯＥＭ製品は、問屋側の主導で製造が行われていたが、豊岡鞄ブランド製品は、製造メー

カー主導によるものづくりが行われるようになり、販売価格も作り手側が主導権を握る流れにある。

また、展示会等においてバイヤーやユーザーの意見を直接聞く機会が増えており、デザインや機能

等の消費者目線に立った鞄づくりをしようと、鞄に対する組合員の認識に変化が見られる。このよ

うに、地域ブランド構築に向けた取り組みが、組合員の意識改革に大きな成果を上げている。
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事例２

事例３

ここが
ポイント

【開発のヒントは従来技術
の見直しにある】

○従来の職人技を分析し解体機の
用途に応用→新たな技術の誕生。

○従来の職人技をヒントにして取
得した特許は国内外で百件以上。

○開発のヒントはどこにでもある。
そのヒントを常に気をつけて探
すことが重要。

○江戸時代の薬研をヒントにして、
解体機の破砕刃に応用。小さな
力で大きく壊す技術を開発。
→業界で圧倒的な強みを発揮。

【開発のヒントは従来技術
の見直しにある】

○従来の職人技を分析し解体機の
用途に応用→新たな技術の誕生。

○従来の職人技をヒントにして取
得した特許は国内外で百件以上。

○開発のヒントはどこにでもある。
そのヒントを常に気をつけて探
すことが重要。

○江戸時代の薬研をヒントにして、
解体機の破砕刃に応用。小さな
力で大きく壊す技術を開発。
→業界で圧倒的な強みを発揮。

【薬をすりつぶす薬研（やげん）】

【同社のＳＲＣ用解体機】

○破砕性能と切断性能を兼ね備
えることにより、従来の工法
の手間とコストを大幅に削減。

【同社のＳＲＣ用解体機】

○破砕性能と切断性能を兼ね備
えることにより、従来の工法
の手間とコストを大幅に削減。

被災地でも活躍
船舶等の安全かつ
迅速な解体

（株）坂戸工作所（千葉県）
資本金：5,720万円
従業員：30名
事業内容：建築物解体機の開発及び製造

㈱坂戸工作所（千葉県）
ＳＲＣ用解体機を開発し、我が国の建造物解体市場をリード

●我が国特有の耐震性建造物である鉄骨鉄筋コンクリート構造物（ＳＲＣ）用の解体機を開発。
●これまでの名工が築き上げた匠の職人技を解体機に応用し、百件以上の特許を取得。
●東日本大震災の被災地において、津波で流失した船舶や重油タンクの解体作業に大きく貢献。

㈱小田畳商会（鹿児島県）
従来の畳の概念を打ち破る洗える畳の開発でマーケットを創出

ここが
ポイント

●厚生労働省認定の「現代の名工」の技を持つ老舗の畳屋が、業界の常識を打ち破る新しい畳を開発。
●「絵柄印刷技術」「水洗い可能な畳（洗畳）」「畳のレンタルシステム」で特許を取得。
●３つの特許を融合化させた新たなビジネスモデルを構築し、マーケットを創出。売上の半分以上に成長。

水洗い可能な畳「洗畳」

絵柄印刷技術

畳のレンタルシステム

【新たなビジネスモデルの構築】

○三つの異なる畳の特許を融合化
して誕生させた「洗畳」のレン
タルシステムを構築。

○創出したマーケットを特許で保
護。

【新たなビジネスモデルの構築】

○三つの異なる畳の特許を融合化
して誕生させた「洗畳」のレン
タルシステムを構築。

○創出したマーケットを特許で保
護。

新たなマーケット
の創出

【洗畳のメンテナンス付きレンタルサービス】

◆畳の新しいライフスタイルを提案。
○温泉旅館・ホテルの浴室、介護施設に導入。
○メンテナンス付きレンタルサービスで、従業
員の清掃等の負担を軽減。
○４か月ごとにデザインを変えることで季節感
を表現。

【洗畳のメンテナンス付きレンタルサービス】

◆畳の新しいライフスタイルを提案。
○温泉旅館・ホテルの浴室、介護施設に導入。
○メンテナンス付きレンタルサービスで、従業
員の清掃等の負担を軽減。
○４か月ごとにデザインを変えることで季節感
を表現。

【開発ニーズをつかむ】

○畳の需要の減少に歯止め
をかけるため、絨毯のよ
うに畳をデザインするこ
とができないか。

○集中豪雨による水害を経
験して、水に強くて軽い
畳が開発できないか。

○介護施設では、畳に介護
者特有のにおいや汚れが
染みついて、清掃等の課
題を抱えている。

開発・特許を取得

（株）小田畳商会（鹿児島県）
資本金：1,800万円
従業員：14名
事業内容：畳・畳関連製品の開発製造、販売
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㈱ウェルシィ（東京都）
地下水膜ろ過システムを開発し、災害時の水源確保に貢献

事例４

ここが
ポイント

●市場競争がない水ビジネスに参入し、地下水飲料化システム「地下水膜ろ過システム」を開発。
●最初の特許が無効審判で無効。これを機会に特許の意識が大きく変化。その後次々と関連特許を取得。
●同社の特許技術が高く評価され、政府系金融機関による融資。商社•銀行等による投融資。

海外展開

【特許はプロモーション
効果として活用】

○特許は技術力をアピールする
ツールとして活用。プロモー
ション効果を期待。
○特許は経費支出を伴う経営戦略
の一つ。特許制度を活用して自
己の努力を客観的に評価。
○特許取得のプロセスに価値あり。

【特許はプロモーション
効果として活用】

○特許は技術力をアピールする
ツールとして活用。プロモー
ション効果を期待。
○特許は経費支出を伴う経営戦略
の一つ。特許制度を活用して自
己の努力を客観的に評価。
○特許取得のプロセスに価値あり。

日本

米国
現地法人

ドイツ
提携先

＋ 中国
現地法人

【日米欧の蛇腹市場を形成】

○日米欧三極で地産地消のジャバ
ラ市場を形成。
○ドイツのメーカーと技術提携。
アライアンスを組むときの基準
は、オリジナリティの一点だけ。
○本年中国にも進出。海外知財Ｐ
Ｄのアドバイスを受けながら、
中国での知財戦略策定中。

【日米欧の蛇腹市場を形成】

○日米欧三極で地産地消のジャバ
ラ市場を形成。
○ドイツのメーカーと技術提携。
アライアンスを組むときの基準
は、オリジナリティの一点だけ。
○本年中国にも進出。海外知財Ｐ
Ｄのアドバイスを受けながら、
中国での知財戦略策定中。

（株）ナベル（三重県）
資本金：5,000万円
従業員：197名
事業内容：ジャバラ製造・販売並びにこれに

関する一切の業務

【必要は発明の母】

○製法と素材を開発の両輪にして、
光学用以外にも医療用、産業用
等のジャバラを開発。

○顧客が要求する機能を聞いた上
で、求める機能のほか顧客の技
術が進歩するプラス１の提案。

【必要は発明の母】

○製法と素材を開発の両輪にして、
光学用以外にも医療用、産業用
等のジャバラを開発。

○顧客が要求する機能を聞いた上
で、求める機能のほか顧客の技
術が進歩するプラス１の提案。

カメラの蛇腹から
医療用等の用途を拡大

医療用 寝台昇降部カバー

㈱ナ ベ ル（三重県）
顧客の問題点を直視した技術開発により、各分野の製品で高いシェアを獲得

14日間の断水
にもかかわらず
水源が確保でき
医療活動を継続

システム
納入

地下水飲料化システム
「地下水膜ろ過システム」

東日本
大震災

○社内の特許管理体制を
整備

○蓄積してきたデータを
基に関連特許を次々と
取得

○外国でも権利取得

特許に対する
意識が大きく
変化

無効審判で
特許が無効に

初の特許を取得
しかし……。

国立病院機構
水戸医療センター 【同社の特許技術を高く評価】

○日本政策投資銀行が知財担保融資を実施。
○株主として商社、銀行、証券会社、リース
会社等が名を連ねる。

【同社の特許技術を高く評価】

○日本政策投資銀行が知財担保融資を実施。
○株主として商社、銀行、証券会社、リース
会社等が名を連ねる。

（株）ウェルシィ（東京都）
資本金：3億7,350万円
従業員：134名
事業内容：地下水飲料化システム「地下水膜ろ過

システム」の製造販売メンテナンス等

【水ビジネスに参入】
節電事業を営んでおり、「電気代は安くなるが水道代は安くなら
ないか」のニーズをきっかけに、地下水飲料化システムを開発。

【水ビジネスに参入】
節電事業を営んでおり、「電気代は安くなるが水道代は安くなら
ないか」のニーズをきっかけに、地下水飲料化システムを開発。

【災害時の水源確保】

○近隣及び福島県の病院か
ら入院患者を多数受入れ。

○災害時の水源確保の手段
として注目を集める。

【災害時の水源確保】

○近隣及び福島県の病院か
ら入院患者を多数受入れ。

○災害時の水源確保の手段
として注目を集める。

事例５

ここが
ポイント

●顧客の問題点を直視したジャバラの製品開発で、独創的な商品を提案。
●特許はプロモーション効果として活用し、オリジナリティがある企業であることをアピール。
●自社の課題が解決できる海外メーカーと技術提携し、ＷＩＮ－ＷＩＮの関係を構築。
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髙橋金属㈱（滋賀県）
下請事業の一方で、独自の環境対応商品を開発し中国に進出

㈱アテックス（愛媛県）
大手メーカーと二人三脚で取り組んできた知財活動

事例６

事例７

ここが
ポイント

ここが
ポイント

●下請企業が親企業から開発設計を学び、自社ブランド商品を開発。併せて特許を初めて取得。
●自社ブランド商品は中国にも現地法人を設立。技術流出を防止するためコア技術は国内から供給。
●下請事業についても、ものづくり高度化に取り組み、提案型のものづくりに転換し特許も出願。

●大手農業機械メーカーと二人三脚で知財活動に取り組んでおり、専任の知財担当を配置。
●商品を世の中に出して侵害判断が可能なものは特許出願し、それ以外はノウハウとして管理。
●農業機械で培った「運ぶ」技術をベースにして、介護分野や物流機器の分野にも進出。

親企業で開発設計を学び
商品開発部を設置

中国進出

【自社ブランド商品を開発】
○環境対応商品として金属部品洗浄装
置を開発。世界のトップメーカーに
千台以上納入。
○自社商品開発を機会に、特許出願を
開始して特許を取得。
○財団に出かけて特許を勉強。明細書
の作成を自前で行う。

【自社ブランド商品を開発】
○環境対応商品として金属部品洗浄装
置を開発。世界のトップメーカーに
千台以上納入。
○自社商品開発を機会に、特許出願を
開始して特許を取得。
○財団に出かけて特許を勉強。明細書
の作成を自前で行う。

高橋金属（株）（滋賀県）
資本金：9,830万円
従業員：230名
事業内容：金属プレス加工・板金加工・パイプ加工・プレス

金型・金属加工部品をベースとした組立加工、イ
オン水洗浄機・環境関連商品の開発・製造・販売

【総合洗浄機メーカー】

○現地法人を設立して製造販売。
○模倣品対策として外国でも特許を取得。
○技術流出を防止するため、コア技術は
国内で製造し供給。

【総合洗浄機メーカー】

○現地法人を設立して製造販売。
○模倣品対策として外国でも特許を取得。
○技術流出を防止するため、コア技術は
国内で製造し供給。

電解イオン水洗浄装置「ＴＩＷＳ」

創業時から下請事業
を営む

【下請の金属加工技術】
○下請の金属加工技術について、取引
先に提案できるように、ものづくり
高度化にチャレンジ。新技術を開発。
○この分野においても特許を出願。

【下請の金属加工技術】
○下請の金属加工技術について、取引
先に提案できるように、ものづくり
高度化にチャレンジ。新技術を開発。
○この分野においても特許を出願。

大手農業機械
メーカー 他分野に進出

（株）アテックス（愛媛県）
資本金：6,080万円
従業員：170名
事業内容：電動車イス・動力運搬車、農業関連

機械・省力化機械の製造販売

【電動車イス分野等に進出】
○農業機械分野以外にも、得意とする「運ぶ」
技術をベースに電動車イス、物流機器の分野
にも進出。

【電動車イス分野等に進出】
○農業機械分野以外にも、得意とする「運ぶ」
技術をベースに電動車イス、物流機器の分野
にも進出。

電動車イス
「マイピア」

アテックス二人三脚で
知財活動
二人三脚で
知財活動

【知財戦略】

○開発委託を受けた大手農業機械メーカーと
二人三脚で知財活動に取り組む。

○専任の知財担当者が他社権利を侵害しない
ように開発段階から特許調査。

○侵害判断が可能なものは出願し、それ以外
はノウハウとして管理。

○発明提案の内容を評価し、出願・ノウハウ
に関係なく報奨金を支給。また、実績補償
も客観的な評価により上限なし。

【知財戦略】

○開発委託を受けた大手農業機械メーカーと
二人三脚で知財活動に取り組む。

○専任の知財担当者が他社権利を侵害しない
ように開発段階から特許調査。

○侵害判断が可能なものは出願し、それ以外
はノウハウとして管理。

○発明提案の内容を評価し、出願・ノウハウ
に関係なく報奨金を支給。また、実績補償
も客観的な評価により上限なし。

○安易なコピー商品
が販売されること
を防ぐという観点
からの取り組みが
基本。

開発の成果は
特許で守る



【お問い合わせ】 

特許庁又は知財総合支援窓口までお問い合わせください。 

◇特許庁ホームページでは、知的財産支援に関する最新情報を提供しています。 

・特許庁ホームページ http://www.jpo.go.jp/indexj.htm 

◇中小企業等の知的財産支援の拠点として全国 56か所に「知財総合支援窓口」が設置されています。

・知財総合支援窓口ホームページ http://chizai-portal.jp/index.html 

・県内の知財総合支援窓口（一般社団法人鹿児島県発明協会：鹿児島県工業技術センター内）

                http://kagoshima-jiii.or.jp/shien/ 

◇「がんばろう日本！知的財産権活用企業事例集 2012」に掲載された事例がダウンロードできます。

http://www.jpo.go.jp/cgi/link.cgi?url=/torikumi/chushou/kigyou_jireii2012.htm
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事例８ ㈱ササキコーポレーション（青森県）
農業機械の近代化に取り組んできた老舗のメーカーが初の海外進出

ここが
ポイント

●１世紀以上にわたり農機具や農業機械の近代化に取り組み、併せて知財を重視した経営戦略を展開。
●徹底した特許調査により他社特許の抵触を回避するとともに、特許性があるものを開発。
●急速に農業機械の需要が高まる中国•東南アジアの市場を目指して中国に進出し、意匠•商標を出願。

ブロードキャスター（肥料散布機）

中国に現地法人
を設立1901年創業 農業機械の

近代化への取り組み

【知財の重要性を認識した事業活動】
○昭和30年ごろの特許係争が知財を重視するきっかけ。
○開発段階から特許性がある商品を開発し、新商品は、
他社特許に抵触するか徹底的に特許調査して、係争
を未然防止。

○発明に対する考案評価制度や日頃の改善提案制度等
により、社員のモチベーションの向上に寄与。

【知財の重要性を認識した事業活動】
○昭和30年ごろの特許係争が知財を重視するきっかけ。
○開発段階から特許性がある商品を開発し、新商品は、
他社特許に抵触するか徹底的に特許調査して、係争
を未然防止。

○発明に対する考案評価制度や日頃の改善提案制度等
により、社員のモチベーションの向上に寄与。

【初の海外進出】

○急速に農業機械の需要が高まって
いる中国・東南アジア市場を見据
えて、中国に現地法人を設立。
○知財対策として、まずは中国に対
して意匠、商標出願から開始。

【初の海外進出】

○急速に農業機械の需要が高まって
いる中国・東南アジア市場を見据
えて、中国に現地法人を設立。
○知財対策として、まずは中国に対
して意匠、商標出願から開始。

（株）ササキコーポレーション（青森県）
資本金：2億5,000万円
従業員：170名
事業内容：農業機械・環境機械等の開発製造・

販売
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中央会理念を唱和する秋元副会長 

１月７日、鹿児島市の「鹿児島サンロイヤルホテル」で、中央会会員、来賓及び関係者による恒例の

中央会年始会を開催した。 

最初に「国歌」及び「中小企業団体の歌」を斉唱した後、昨年制定した「中央会理念」を秋元耕一郎

副会長と共に出席者全員で唱和し、続いて小正芳史会長が年頭挨拶を行った。 

小正会長は、「日本経済は、年末から円安や株価の上昇傾向が続く

など、経済回復の明るい兆しが見え、期待感が高まっている。新政権

には、デフレ脱却を最優先課題とし、大型の補正予算と来年度予算の

早期成立を図り、本格的な景気回復に向けて、これまで以上の経済対

策が実施されることを切望する。 

本県経済では、新幹線を主軸に観光などの効果を最大限に地域経済

の活力向上に活かしていくことが肝要である。また、昨年制定された

『中小企業の振興に関する鹿児島県民条例』の趣旨にそった、中小企

業振興の支援策が推進されることを期待する。 

中央会は『組合と共に明日を拓く中央会』をスローガンに『組合を

通じた中小企業の活性化』を推進し、本県経済の振興に全力で取り組

んでいく。中小企業が団結と組織の力で難局を乗り越え、新しい年が

未来に向かう飛躍の年となることを心より願っている。」と述べた。 

この後、伊藤祐一郎鹿児島県知事（代読）、金子万寿夫鹿児島県議

会議長、森博幸鹿児島市長、諏訪秀治鹿児島県商工会議所連合会会長

が来賓祝辞を述べた後、家田明日本銀行鹿児島支店長の乾杯の発声に

より開宴となった。地元選出の国会議員が祝辞を述べた後、山口治商

工中金鹿児島支店長による万歳三唱が行われ、年始会は盛会のうちに終了した。 

年頭挨拶を述べる小正会長 

中央会年始会を開催 
中央会年始会を開催
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児童養護施設の子供たちに自転車を贈呈
中央会青年部会≪ボランティア事業≫

岩田名誉会長県民表彰受賞祝賀会を開催
12月 10日、鹿児島市の城山観光ホテルで、岩田泰一

中央会名誉会長の県民表彰受賞祝賀会が開催された。 

岩田泰一氏は、平成 18 年から３期６年に亘り中央会

会長を務め、県下中小企業団体のリーダーとして本県経

済界をけん引してきた。また、鹿児島県菓子工業組合理

事長として、本県菓子業界の発展に貢献し、鹿児島浄水

事業協同組合及び鹿児島食品団地協同組合理事長とし

て食品製造業界の経営の合理化・安定化に寄与するなど、

本県経済の発展に多大な貢献を果たした。 

祝賀会には、多くの関係者がお祝いに駆けつけ、伊藤祐一郎鹿児

島県知事、金子万寿夫鹿児島県議会議長が来賓祝辞を述べた後、比

良田輝明鹿児島県菓子工業組合副理事長が記念品を贈呈し、諏訪秀

治鹿児島県商工会議所連合会会長の乾杯の発声により開宴となった。

終始和やかな雰囲気の中、最後に有村興一鹿児島浄水事業協同組合

専務理事による万歳三唱が行われ、祝賀会は盛会のうちに終了した。 

 

 

鹿児島県中小企業団体中央会青年部会（栫井健一郎会長、

27 会員）は、12 月 21 日、曽於市末吉町の社会福祉法人 白

鳥会 慈光園（白鳥淨子園長）へ自転車３台を贈呈した。 

中央会青年部会は、県下の組合青年部で組織された団体で、

各業界の青年経営者の育成と交流を目的に各種研修会や交

流会等を行っている。内部活動にとどまらず社会貢献活動も

行っていきたいとの思いから、特別支援学校や児童養護施設

の子どもたちの勉学・活動に役立ててもらうため、毎年、学

用品等を贈呈している。 

このボランティア活動は平成６年から始め、今回で19回目

となる。青年部会会員のチャリティ募金や事業の収益金を充

てて実施されている。 

贈呈に当たった有川裕幸理事（鹿児島県建設業青年部会長）

は、「この活動が子どもたちの勉学に役立ててもらえること

を願って、続けております。寒い日が続きますが、体調には

気をつけて、勉強や運動に頑張ってください。」とエールを

贈った。 
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設立20 周年記念式典を開催
～宇宿商店街振興組合～

先進の車体整備に対応する技術講習会を実施
～鹿児島県自動車車体整備協同組合～

挨拶する河井理事長 

12月 14日、鹿児島市の宇宿商店街振興組合（河井達志理

事長）が、組合設立 20周年記念式典を開催した。 

同振興組合は、販売促進、街路灯等の施設維持管理、まち

の駅宇宿や商店街Ｓhow-1グルメグランプリの運営等、商店

街活性化のため様々な事業を実施し、組合員の繁栄及び地域

振興に貢献してきた。 

式典には多くの関係者が集い、本会を始め鹿児島県知事、

鹿児島市長、鹿児島商工会議所会頭より祝辞（一部代読）が

寄せられ、地域に根付いた活動を行ってきた同振興組合の

節目を祝った。また、商店街発展に貢献した功労者に感謝状

河井理事長は「宇宿地区は大型店が多く、中小商業者を取

り巻く経営環境は厳しいが、20 周年を機に関係者との連携

を深め、地域の皆様との密着度を更に増すことで、組合員の

経営支援と地域振興に寄与していきたい。」と今後に向けた

意気込みを述べた。 

式典終了後は、恒例となった宇宿大忘年会が開催され、

多くの地域住民も参加し、よさこい踊りや大抽選会等、大

いに盛り上がった。  

12 月 2 日、鹿児島県自動車車体整備協同組合（有村則男

理事長）が、環境対応、技術・創造講習会を開催した。 

同組合は自動車車体の整備を行う事業者で組織されてお

り、これまでも教育情報提供事業を活用した技術の向上や人

材育成に積極的に取り組んできた。 

昨今、プラグインハイブリッド車や電気自動車等のエコ

カーが増えており、これらの車体は新構造や新素材が使用さ

れているため、これに対応した技術が不可欠となっているこ

とから講習会を実施した。 

参加者は、座学と実技によりアルミ合板の下地塗装等につ

いて知識と技術の習得に熱心に取り組んだ。 

 

 

が贈られた。

祝辞を述べる下園中央会副会長 
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かるかんの似合う小皿 

12 月５日から９日までの５日間、鹿児島県陶業協同組合（西郷隆文

理事長）が、かごしま県民交流センターで「第 23回薩摩焼フェスタ」

を開催した。県内 41の窯元が出展し、約１万点を超える薩摩焼の展示・

即売を行った。 

今回のテーマは「器を贈る」で、様々なコンセプトによる「薩摩焼

でおもてなし」を提案した。 

各窯元の推奨品の展示やラッピング教室、絵付けの実演、薩摩焼子

供陶芸作品展、チャリティオークション、お楽しみ抽選会等盛りだく

さんのイベントが行われた。 

また、鹿児島県菓子工業組合との連携による「かるかんの似合う小

皿展」が開催され、様々な形・色の小皿とかるかんの組み合わせを展

示し、鹿児島の「食の魅力」と「伝統工芸品の魅力」の相乗効果によ

る新たな地産地消の可能性を提案した。 

来場者は、本県を代表する伝統的工芸品「薩摩焼」の良さに触れ、

その魅力に魅せられていた。  

鹿児島県陶業(協)HP http://www5.synapse.ne.jp/satsumayaki/ 

 

◆中央会では簡単・無料で始められるホームページの開設と運用方法について、下記のとおり研修会
を開催いたします。奮ってご応募ください。（定員 8名：詳細は本会ホームページ参照） 

地区 日程 時間 会場 締切 

鹿児島市 平成 25年 2月 19日（火） 13：30～16：30 中央会会議室 2月 12日

川薩地区 平成 25年 2月 27日（水） 13：30～16：30 川内商工会議所 2月 20 日

大隅地区 平成 25年 3月 12日（火） 13：30～16：30 鹿屋商工会議所 3月 5日 

 ※上記以外にも組合単位での研修、個別相談にも応じますので、お気軽にお問い合わせ下さい。 
【お問い合わせ】中央会組織振興課 099-222-9258 info@satsuma.or.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おもてなしの提案例 

第23回薩摩焼フェスタを開催
～鹿児島県陶業協同組合～

ホームページ開設で“活性化”を図りませんか！
～IT 活用研修のご案内～

九州
近畿日本ツーリスト九州

鹿児島支店　支店長 南 部 勝 也
〒892-0828
鹿児島市金生町4-10 アーバンスクエアビル3Ｆ
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ＵＲＬ http://www.orocity.or.jp/
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組 合 員 一 同 

鹿児島県遊技業協同組合

一般社団法人

南九州産業団地協同組合  
代表理事 下 園 廣 一 
組 合 員 一 同 

〒891-0131 鹿児島市谷山港二丁目 2 番地 8 

TEL 099-261-0733 

FAX 099-261-0739 
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鹿児島県農業機械商業協同組合
理事長　田　中　俊　實

組合員一同

〒899-6405　霧島市溝辺町崎森973-1

ＴＥＬ　0995-58-4713

ＦＡＸ　0995-40-2142

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島県運送事業協同組合連合会 
代表理事 大　迫　秀　夫 

組 合 員 一 同 

〒891-0131 鹿児島市谷山港二丁目４番 15 号 

T E L 099-262-0225 

FAX 099-262-2365 

ホームページ：http://www.kagoshima.med.or.jp/kyoudou/

鹿児島県経済事業協同組合
理事長　小　正　芳　史

組合員一同

〒892-0821　鹿児島市名山町９番１号

ＴＥＬ　099-223-8352

ＦＡＸ　099-225-2904
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理事長 永 徳 悦 子・組合員一同

理事長　里　見　弘　壽

組合員一同

〒894-0035　鹿児島県奄美市名瀬塩浜町17番５号

電話・ＦＡＸ：0997-52-0088

名瀬港港湾運送事業協同組合
謹 賀 新 年
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東日本地区本部
西日本地区本部

〒150-0021

〒890-0052

東京都渋谷区恵比寿西2-1-7 ミツワマンション1001号

鹿児島市上之園町24番2号第12川北ビル

TEL 03-3462-2060　FAX 03-3462-2061

TEL 099-285-1400　FAX 099-285-1402

URL http://www. ksb-kumiai. com/　E-mail　info@ksb-kumiai. com

代表理事 山　根　英　司
専務理事 久木留　　　寛

組合員一同

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国産材原木丸太・製材製品 
なんでも揃う木材市場 
鹿児島県木材銘木市場協同組合 
理事長  柴 立 鉄 彦 

〒891-0115 鹿児島県鹿児島市東開町 3 番地 35 号 
T E L ： 0 9 9 - 2 6 8 - 5 1 3 1  

F A X ： 0 9 9 - 2 6 8 - 5 2 1 0  
Ｅメール：meiboku@po5.synapse.ne.jp 
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代表取締役 松岡道雄 
従業員一同  

〒892-0845 鹿児島市樋之口町 8番 2 号 
TEL 099-223-1111(代表) 
FAX 099

9

-2 22 2-7 0

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事長 後 藤 孝 行 
役職員一同 

〒892-8586 鹿児島市名山町 1 番 23 号 

T E L -223-0141 

FAX 099-222-82

099

96 

鹿 児 島 信 用 金 庫  

公立学校共済組合鹿児島宿泊所 
「ホテル ウェルビューかごしま」 

支配人 園 田 穂 積 
職 員 一 同 

 
〒890-0062 鹿児島市与次郎二丁目４番２５号 

TEL 099-206-3838 FAX 099-206-5069  
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協同組合鹿児島ウッディホームビルダー協会
理事長　下　津　春　美

組 合 員 一 同

〒891-0115　鹿児島市東開町13番地30
TE L　099-269-7113
FAX　099-268-0385

「鹿児島名産かるかん」
地域団体商標登録準備中 理　事　長　丸　元　正　樹

副理事長　丸　山　　　聡

副理事長　山　下　健　次

理　事　長　木　元　　　繁
副理事長　有　村　眞　人
副理事長　山　崎　昇　平
専務理事　井　上　正　信

組合員一同
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本場大島紬織物協同組合 
 

理事長 窪　田　 茂 

組 合 員 一 同 

〒890-0072 鹿児島市新栄町 18 番 6 号 

 

TEL 099-254-1185 

FAX 099-254-1188 

理事長　上　野　耕　作

組 合 員 一 同
理事長　武　田　敏　郎

組 合 員 一 同

〒890-0055　鹿児島市上荒田町29番33

ＴＥＬ　099-298-1835

ＦＡＸ　099-298-1836

理事長　倉　内　達　哉

組 合 員 一 同

姶良プロパンガス販売協同組合

〒899-5421 姶良市東餅田3847番地28

TEL 0995-65-8887
FAX 0995-65-0930
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（鹿 児 島 支 部）

土佐屋生コンクリート㈱

日研マテリアル㈱

喜 入 生 コ ン ㈱

南州コンクリート工業㈱

（中 薩 支 部）

㈱ サ ン・エ イ

南国ガイアレミコン㈱

南国生コンクリート㈱

㈱ガイアテック

鹿児島菱光コンクリート㈱

ケイエスプラント㈱

平田コンクリート工業㈱

㈱ 中 馬

日新コンクリート工業㈱

北薩生コンクリート㈱

加根又レミコン㈱

鹿児島味岡生コンクリート㈱

薩摩コンクリート㈱

㈱直木生コンクリート工場

㈱ 中 薩

鹿児島市上之園町 24-2 第 12 川北ビル 601　TEL　099-255-2672

理事長　諸　麦　和　清

組合員一同

協同組合寿協力会

〒896-0035　鹿児島県いちき串木野市新生町181番地

ＴＥＬ　0996-24-1234

ＦＡＸ　0996-32-4597

 

 

 

 

 

 

鹿児島県砂利協同組合連合会 
 

会 長  島　田　静　雄 

副会長  吉　永　光　行 

組 合 員 一 同 

〒891-0131 鹿児島市谷山港2丁目21番 

 

TEL 099-210-8133 

FAX 099-210-8101 

寺　田　実　三

理事長　上　山　秀　満

組合員一同

鹿児島県測量設計
コンサルタント協同組合

官公需適格組合

〒890-0066　鹿児島市真砂町48番１号

ＴＥＬ　099-253-9354

ＦＡＸ　099-258-6633

理事長　小　野　隆　三
組 合 員 一 同
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理事長　森　口　清　水

組合員一同

あけまして
　おめでとうございます

理事長 安　　忠　雄

〒894-0025 奄美市名瀬幸町６番５号

TEL 0997-52-7111
FAX 0997-53-5211

鹿児島市山之口町 4-20　TEL.099-222-0505
http://nisikawa.net/lexton/

●空港リムジン〈天文館〉から歩いて 4分●空港リムジン〈天文館〉から歩いて 4分

価値が分かるあなたへ・・・
ほんの少しだけの贅沢をしてみませんか。

至天文館
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（社）日本砕石協会鹿児島県支部

鉱業労働災害防止協会砕石鹿児島県支部

中　馬　　　浩

萩原 眞澄・中田 博基副会長

鹿児島県生コンクリート工業組合
鹿児島県生コンクリート協同組合連合会
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あけましておめでとうございます

マルヤ
ガーデンズ

ニシムタ北ふ頭店

理事長　北　薗　幸　二

組合員一同

中央地区商店街振興組合連合会

代表理事 俣　野　公　宏 
組 合 員 一 同 

〒892-0827　鹿児島市中町 3-10
　　　　　　　　　　    日専連ビル 71 号  

TEL 099-225-8047 FAX 099-210-7134
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業界情報（平成 24 年 11月情報連絡員報告） 
製 造 業

味噌醤油製造業 
11月半ば頃から朝夕を中心に冬らしい寒さになる
につれ、みそ・しょうゆの動きが幾分良くなって
きた。ただ、原料、資材等の価格は依然として高
いままで経営状況の厳しさに変わりはない。 
このまま冬らしい寒さが続き、年末需要が好調を
維持できることを期待したい。 

酒類製造業 
（平成 24 年 10 月分データ）         （単位 kℓ・％） 

区  分 H23.10 H24.10 前年同月比

製成数量 25,399.3 28,026.0 110.3

移出 

数量 

県 内 課 税 4,742.9 4,979.5 105.0

県 外 課 税 6,347.0 6,311.4 99.4

県外未納税 4,312.0 3,979.1 92.3

在庫数量 234,016.6 212,111.9 90.6

漬物製造業 
日々厳しくなる。咀嚼人口が激減していると思わ
れる。 

蒲鉾製造業 
秋の旅行シーズンとなったが、不況のせいか観光
客の減少などで売上が悪かった（特にお土産用）。
全体で対前年同月比８％のダウンとなった。 
また、原材料についてはキロあたりで対前年同月
比 20円位の値上となった。 

鰹節製造業 
昨年は原料の高止まり状態が続いたが、今年は昨
年より生値が少し安くなりつつある。しかし、原
料が高い時の製品在庫があるため、製品価格が非
常に厳しい状況である。 
また、さば節については原料の入荷が少なくなっ
てきている。業界はますます厳しくなりつつある。 

菓子製造業 
11月７日に「かごしまお菓子コンクール」を実施
し、この機会に新商品開発や自社商品のリニュー
アル等に頑張って取り組んだ業者が多かった。菓
子業界全体の浮揚につながってほしい。 

茶製造業 
秋冬番茶の取引価格が上昇したが、当組合の売上
実績は１億 2,000万円で対前年同月比68.1％の売
上となった。 

大島紬織物製造業（鹿児島地区） 
11 月は歴代クイーン 17 名がおはら祭り（３日）
に参加した。また、指宿白水館「薩摩伝承館」に
て大島紬展（9日～11日）、組合にて大島紬着付け
教室（13日）を開催、鹿児島女子高にて伝統工芸
教育事業（29日）を実施した。着付け教室は、来
年３月まで延べ 10回の開催を予定している。 

本場大島紬織物製造業（奄美地区） 
平成 24 年 11 月検査反数 529 反。対前年同月比
83.0％（637反）。 

木材・木製品製造業 
後倒しの秋需は喜びも束の間で、丸太価格が下落

に転じたと同時に製品市況にも減速傾向が際立っ
てきた。 
平成 25年度予算「新仕分け」で林野庁関係５事業
予算が厳しく見直されるなど揺れ動いている。12
月の総選挙結果によってどのように動くのか予断
を許さない局面を迎える。 

木材・木製品製造業 
最近の製品の荷動きは順調で、製品の種類によっ
ては引き合いもあり、良好な状況にあるようだ。
ただ、今後は政情の不安もあり先行き不透明感が
あることから、資材調達には慎重姿勢が見られ、
荷動きがあるわりには価格は横ばい状態である。
また、今年始まった「地域型住宅ブランド化事業」
などの仕事を多数抱えるところは忙しいものの、
一般の工務店は受注が増えていないため仕入姿勢
はより慎重さを増しているとも聞く。 
今後、消費税の前倒しや低金利政策等の追い風で
受注が増えていく事を期待したい。 

生コンクリート製造業 
出荷量は対前年同月比106.0％の 178,605立米で、
特に減少した地域は、串木野、宮之城、出水、種
子島、屋久島、奄美大島、甑島。特に増加した地
域は、鹿児島、加世田、川薩、姶良伊佐、垂水桜
島、大隅、南隅、奄美南部、沖永良部であった。
官公需は対前年同月比 109.3％の 107,552 立米、
民需は対前年同月比101.2％の 71,053立米であっ
た。全体では 106.0％の伸びとなっており、特に
官公需の伸びが大幅な伸びとなっている。また、
鹿児島、川薩、姶良伊佐、大隅地域など県内主要
地域での伸びが大きくなっている。 

コンクリート製品製造業 
11 月度の出荷トン数は 12,693 トン（対前年同月
比 106.2％）となった。出荷量は川薩地区、熊毛
地区、奄美地区で増加しており、熊毛地区は対前
年同月比 50％増となった。受注は前年度並みとな
っている。 

金属製品製造業 
需要の停滞、単価の下降など厳しい状況が続いて
いる。 

仏壇製造業 
海外産輸入仏壇内訳（主たる輸入国：中国、ベト
ナム、タイ等）は、８月 24,862本、９月 24,184
本、10月 22,056本。24年累計 250,046本。 

印刷業 
業界が繁忙期を迎えるこの時期、ネット販売や値
下げ競争による影響が減収減益につながる問題と
して取り沙汰されている。官公需の制度見直しも
なかなか実行には至らず問題山積みである。どこ
か一つでも解決の糸口を見つけて、事態の打開を
図りたいものである。 
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卸売業 
金融円滑化法の廃止により、企業の与信管理（販
売代金の回収リスク）を強化する動きがある。 
商売上の基本となるべく「信用取引」に陰りが見
え、一時的かもしれないが景気後退の要因となる
恐れがある。 
組合においては、今後業績不振による組合員の脱
退も懸念される。 

中古自動車販売業 
11 月に入り、さらに厳しさを増した。来店客が少
なく、今後が懸念される。年末年始の商戦に期待
したい。 

青果小売業 
対前月比 83.3％、対前年同月比 97.1％であった。 

農業機械小売業 
農業機械は季節によって使う機械が変化し、田・
畑の中にシートで覆ったまま次の時期まで置いて
おく農家も少なくない。近年、この機械を狙って
の盗難が相次ぎ、警察も手を焼いている。全国的
に多発しており、現在被害防止に向けた取り組み
を農水省を先頭に各組織で連携して実施している。 

石油販売業 
中東情勢の緊迫化で原油相場の上昇、円安の進行
で元売りの仕切値上げが加速した。 
一方、小売りはコスト転嫁が鈍く、マージン悪化
を招いている。現状の景気下で売上は減少傾向に
あり、更に厳しさを増している。 

鮮魚小売業 
11 月に入り、「みなと新聞」にはお正月用品の品
物が掲載され、早くも「かずのこ」が２割高とな
っている。 
また、お重詰め合わせは百貨店で２～３万円台、
量販店・コンビニで１万円台が売れ筋と見込んで
「個食、少人数」を強化し、12 月へ向けて売り込
み合戦が始まっている。 

商店街（霧島市） 
11 月の売上高は前年並みの傾向であった。中心市
街地では、今年で３回目となる「八坂神社 秋まつ
り」を開催した。この事業は、中心市街地に来街
者の回遊性を持たせ、もっと商店街を知ってもら
うことを目的に始めた。５つの通り会が、それぞ
れの通りに設置した特設会場で来街者を秋の味覚
や通り会自慢の料理などでもてなし、ステージや
ゲーム大会など通り会毎の色合いが出る祭りで大
変な賑わいとなった。 

商店街（薩摩川内市） 
11 月は売上など最悪の月であった。理由として原
発停止の影響などが推測される。 

商店街（鹿児島市/天文館地区） 
11 月下旬から寒さを感じるようになったが、アパ
レル関係は不調で景気の減速を実感している。 
12 月初旬「年末だよ！天文館全員集合～♪」の一
斉セールに期待したい。 

サービス業（旅館業/県内） 
11月も九州新幹線全線開業効果で好調であった昨
年と比べると売上の減少傾向が続いている。 
急な衆議院解散で 12 月の忘年会シーズンに選挙
となり、既に宿泊や宴会のキャンセルが少なから
ず出ている。政情が落ち着くお正月頃まで影響が
出る恐れがあり、飲食店等も含め年間で一番の繁
盛期にあきらめムードが漂っている。 

 

美容業 
競争過多状態であると各店舗が嘆いている。差別
化を図りたいところではあるが、練習するとなる
と時間外になるため難しいのが現状である。来年
は対策を考えたい。 

旅行業 
秋の旅行シーズンを迎えそれぞれの事業所の増減
はあるものの、店頭販売より研修・職場旅行等の
団体、バスツアーが増加した。九州新幹線の利用
客も落ち着いてきた。 
11 月の集客状況は、対前年同月比 102.8％であっ
た。 

建築設計業 
従来、地元設計事務所や地元工務店が大半を担っ
ていた一戸建て住宅の建設やリフォームも大手プ
レハブメーカーを中心に多種多様な住宅が供給さ
れ、地域に合わせて長年培ってきた地場産業や優
れた伝統技術が継承されにくくなっている。 
消費税増税に伴い住宅市場は駆け込み需要が見込
まれる反面、地元工務店はデフレの中、増税分を
販売価格に転嫁できず身を削ることも想定され、
抜本的な政府の経済政策が待たれる。 

自動車分解整備・車体整備業 
11 月はほとんど前年と同様の動きであった。年末
に向けて中古新規の車が増えれば、若干の期待は
あると思われる。 

電気工事業 
太陽光発電は、まだまだ需要があり、家庭用・産
業用ともに活況である。しかし、製品等に外国製
が出回り、価格競争の状態になりつつある。 

内装工事業 
11 月のラベル売上数は、カーテンラベル対前年同
月比 147.1％で増加、壁装ラベル対前年同月比
53.9％で大幅に減少、じゅうたん等ラベル対前年
同月比 370.1％で大幅に増加した。内装工事業全
体の動きは鈍く、売上高も減少傾向にある。昨年
より悪い状況である。 

建設業（鹿児島市） 
受注金額が低下している。また、材料費は値上と
なっている。 

建設業（曽於市） 
今年度は災害復旧工事の件数も期待できない。 

貨物自動車運送業 
11 月に入り、燃料価格は一段と落ち着きを見せて
きた。荷動きについては食肉等・青果物は昨年並
みであったが、一般物の荷物は減少した。 

運輸業（個人タクシー） 
衆議院選の影響を受け売上が減少している。 

倉庫業 
景気が落ち込んで経済浮揚の話が聞こえてこない。
日本、鹿児島を明るい希望が持てる社会状況にし
てほしい。 
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�� �� 年 1� 月 鹿児島�������� 

（負債額 1,000 万円以上・法的整理のみ） 

㈱帝国データバンク 鹿児島支店 

 

件数６件 負債総額６億 7,800 万円 

〔件数〕前年同月比２件増 〔負債総額〕前年同月比 55.1％増

 
���� 

 平成 24 年 12 月の鹿児島県内の企業倒産（負債額 1,000 万円以上・法的整理）は、件数で６件（前月

比 200.0％増、４件増、前年同月比 50.0％増、２件増）、負債総額は６億 7,800 万円（前月比 516.4％増、

５億 6,800 万円増、前年同月比 55.1％増、２億 4,100 万円増）となった。 

 

������ 

・業種別では、製造業１件、卸売業１件、小売業２件、サービス業１件、その他１件。 

・主因別では、販売不振６件。 

・資本金では、100 万円～1,000 万円未満３件、1,000 万円～5,000 万円未満３件。 

・負債額では、1,000 万円～5,000 万円未満４件、１億円～５億円未満２件。 

・地域別では、鹿児島市２件、南薩地区１件、霧島・姶良地区１件、大隅地区２件。 

 

������ 

12 月度としての倒産件数は、前月比４件増の６件であった。年間の件数としては平成 21 年の 56 件を

上回っている。（株）Ｙは８月に事業停止から破産開始となった。 

Ｋ（有）は、近年の相場低迷の影響から売上後退が続いていたもので、餌料・燃料等の高騰から採算

維持が困難な状況に陥り、法的申請に踏み切ったものである。 



中小企業かごしま／2013.1

倒産概況

3737

【今後の見通し】 

12月発表の内閣府月例経済報告によると、生産や個人消費の判断を上方修正した半面、輸出や設備投

資などを下方修正した。総括判断は「このところ弱い動きとなっている」として据え置いた。 

総括判断は 11 月まで４カ月連続で判断を下げており、据え置きは５カ月ぶり。また、12 月に発表さ

れた日銀短観でも６期ぶりに悪化するなど、世界経済の減速や日中関係の悪化の影響で製造業が低迷し

た。 

鹿児島県内の景況としては、生産活動では焼酎生産は前年を上回り、出荷量はほぼ横ばいとなった。

かつお節生産も２カ月連続で前年を上回った。電子部品関連については、家電や自動車関連の需要低迷

や海外との競争激化で厳しいものの、スマートフォン向けが堅調に推移している。消費関連に関しては、

大型小売店は前年を下回り、新車販売台数も３カ月ぶりに前年を上回った。畜産も肉用牛枝肉相場は回

復しつつあるが水準は低く、豚肉相場は前年を上回った。 

建設関連では公共工事の件数は前年を下回ったが請負金額は前年を上回り、連動して生コン生産量に

も伸びが見られた。県内景況の牽引役であった観光業は離島地区を除いて宿泊客数の前年割れが続いて

いる。 

政権交代により景気刺激策が講じられようとしているが、足許の景況悪化からの脱却は依然として課

題が山積している状況にある。その中にあって明確な出口戦略が見出せない倒産予備軍は依然として潜

在化している傾向にある。来年３月で期限切れとなる中小企業金融円滑化法終了以後の中小企業支援に

ついては様々な政策パッケージも検討段階に入っているとされているが、中小企業再生に自助努力にも

限界があり、年度末にかけて倒産件数が増加していく可能性がある。 

 平成 24年 12月企業倒産状況（法的整理のみ） 

企業名 所在地 業 種 
負債総額 

(百万円) 

資本金 

(千円) 
態 様 

(株)Ｋ 鹿児島市 小売業 20 10,000 特別清算 

(株)Ｆ 霧島市 製造業 10 3,000 破産 

(有)Ｋ 鹿児島市 サービス業 10 3,000 破産 

Ｋ(有) 鹿屋市 その他 220 10,000 破産 

(株)Ｙ 日置市 小売業 400 10,000 破産 

(有)Ａ 鹿屋市 卸売業 18 3,000 破産 

６件 ６億 7,800万円
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例えば、こんな心配にお応えします

パ ト アルバイトの保障も考えなければパート・ ･･･

であれば、

60％

中央会関連主要行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年２月 

5日(火) 
18：30 

商店主のためのフェイスブック中級セミナー 
【天文館地区】鹿児島市「コルテーヌビル７F」

14日(木) 
 14：00 

中小企業のための情報セキュリティ対策セミナー 
鹿児島市「アーバンポートホテル鹿児島」 

19日(火) 
 13：30 

ＩＴ活用研修「みんなのビジネスオンライン」 
鹿児島市「中央会会議室」 

21日(木) 
 10：00 

組合決算講習会 
鹿児島市「アーバンポートホテル鹿児島」 

27日(水) 
13：30 

ＩＴ活用研修「みんなのビジネスオンライン」 
薩摩川内市「川内商工会議所」 

平成 25 年３月 

5日(火) 
 17：30 

中央会理事会 
鹿児島市「ホテルレクストン鹿児島」 

12日(火) 
13：30 

ＩＴ活用研修「みんなのビジネスオンライン」 
鹿屋市「鹿屋商工会議所」 

組合決算講習会 

「組合の決算事務について」 

税理士法人鹿児島さくら会計 

副所長 貫 見 昌 良 氏 

日時 平成 25年 2月 21日（木） 

10 時 00 分～16時 00 分 

場所 鹿児島市「アーバンポートホテル鹿児島」 

※当日必要な書籍について 

「中小企業等協同組合会計基準」（2,100 円） 

を忘れずお持ちください。 

購入を希望される場合は事前にお申込み下さい。 総務企画課 099-222-9258

●お申し込みは
鹿児島県中小企業団体中央会



例えば、こんな心配にお応えします

パ ト アルバイトの保障も考えなければパート・ ･･･

であれば、

60％



中 央 会 月 刊 誌

中 小 企 業
かごしま

共同経営者の加入イメージ

事業主 共同経営者

加入できない

（平成22年12月末まで）

事業主 共同経営者

2名まで加入できる

（平成23年1月から）

平成23年1月1日より
受付開始！

『事業主の「 共同経営者」
も加入の対象となり ます』

共済加入対象者が、個人事業主
の配偶者や後継者など
「共同経営者」まで拡大されます
(1事業主につき２人まで)

※詳しくは下記連絡先まで

鹿児島県中小企業団体中央会
〒892-0821　鹿児島市名山町9番1号
TEL 099-222-9258   FAX 099-225-2904

第691号
2013

●知恵と知財でがんばる中小企業
　（知的財産権活用事例）

1
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